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Sierpijiskiは次ｏような定理を証明している。
定　　　　理
21 a.
q＞－1とかくとき，ε。－･･Oならばａ。→0
　こ０定理は後に色々に拡張され，筆者ｏ一人は一つｏ拡張定理をさきに発表したｏであるがこ｡こで
はこ０定理０別証明を与えよう。
　証　　　　明
　（i）敗→ａとすると, Cauchy ｏ定理により
　　　　Ｊａノ
→ａ　　従って　ａニ０， ａ。→０
1i” ａ。＝/とおく。
-
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　故にこの定理は真である。
　(ii) |q < 1 Oとき，
　　恒l｝は有界である。
　なぜなら，もし有界でないとすると，任意０整数ｎ。についてｎ≧noで匯丿＞卜l丿(i = l,2,…
…,。j）なるようなＮが存在するから，そｏＮについては
　　　　　　　Ｎ　　　　　Ｎ1ｽﾀﾞ
≧
!単
|り|゜|り十qjZI≧|り|(1一則)７８ｓヤ゛
となり，ε。→0 (n→ｚ））に矛盾する。
従って｛ａ,jは有界である。I
　　　一次に　lim a。:= Iim. a,,がなり立つ。
　　　　　　　-
　　-
もし, lim a。=' lim a。でないとすると，
　　　　　-
lim a,, < lim ≫, ≦りj
-
lim a。> 0 > lim a。
　　　　　-
の何れかとなる。
　　　-。ここに1 lim a,, ＝ｍ，
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　上のΞつの場合の最後ｏ場合にはl lim a,1□lim a｡|の大きい方をとれぼ次の二つの場合ｌ考えれ
ぼよい。
　任意(D £>0について，
匹7a。＞O；り> m ― s≧ヤーｏ十£'), ≫→Oでε゛やＯとなるようなＮが
存在するから
　　　卜|＝|り十ｑ入斗|≧|り|（１－|引）－い十ｙ）ｌｑｌ
　　　　　　　　　　　>m( 1 -㈲）－い十㈲ε’）
　liin a。＜O；　ａｙ＜/十εとして同様に上ｏ不等式が得られる。
　-
これはε。→Ｏに矛盾するからlJm a。= lim a､､となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　-
(iii) q≧1oとき，
　　（イ）五巴ら≧0，
　　　　　　lim a。≦O・
　　　（ロ）　lim a､、＞O＞
と分けられる。
lim an
-
（イ）lim a。≧Oとすると，任意のε＞Ｏについて，
　　　一
なるｎ。が存在し
a,, > - £　　　ｎ≧Qo
　　　　　叙　　　y，
|＞臨|十ql牛トql六 ε(１＋2q)
　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　-
ここに最後の二項は任意に小さくできるからlim I £, I≧Hm I a,,になり矛盾を起す。litn a。≧OcD
　　　　　　　　　　　　-
　場合も同様である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●｡
　　（ロ:〉ｎ’を任意にとるとき，
　　　ｎ/ Ｋ ｎ０，　　a,,o < 0,
.
　　　　-　　　　　　　　-ｎ。≦n,, ■ &n; > lim a,.－ ε
　　　n, = Max {a,, < 0,　馬くｎく叫｝
　とおくと，
　　　叫＜Ｏタan, j.i≧O　(i = 1, 2ﾀ………j tlj ‾nl）
故に恥l　とぞ町しとは|異符号又は絶対値がしｕlより小さい。
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(昭和27年10月27日受理)
n。―>00でlim l E,０≧lim l a。丿となり矛盾を起す。
従って我々０定理は証明された０である。
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